
第 163 回中材業務及び感染対策研究会 

 

第 163 回中材業務及び感染対策研究会を大阪 YMCA会館で開催しました。梅雨最中

で、足元も悪いなか、たくさんの方にご来場いただきました。今回119名の現地参加者

と、23社のメーカの方にご協力いただき、ここ最近の開催よりも、たくさんの方にご参加

いただき盛大に開催することができましたことを、厚くお礼を申し上げます。 

今回、ゲティングループ・ジャパンの高野様からは、「洗浄機滅菌機の必要台数と関係

性」、大阪大学医学部附属病院の大出様からは、「中材に必要なスタッフの算出方法につい

て」ご講演いただきました。また当研究会の平松会長からは、「再生処理時間の防壁」に

ついての講演でした。中材に必要な器械の台数、または必要人数、そして再生処理時間の

根拠など講演していただき、中材管理の基盤となる重要な視点を学べる内容で大変貴重で

興味深い内容だったと思っております。感染対策の講演としては、生長会府中病院の宮崎

様、橋本市民病院の長坂様より「マセレータの導入」についてご講演いただきました。マ

セレータ導入により業務の効率化、感染リスクの低減などの効果が期待され、導入されて

いる施設も多いかと思います。長坂様からは導入の効果だけでなく、今後の課題なども講

演していただきました。 

最後に市立池田病院の高階先生からは「滅菌保障ガイドライン2026」の改定ポイント

についてご講演いただき、現場を任せられる皆さんにとっては、大いに興味深い講演であ

ったと思っております。ガイドラインの改定の解説により、より深く理解できたと思って

おります。 

今後も皆さんにとって有意義な研究会の開催できるように努めてまいります。引き続

き、ご支援・ご参加のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 


